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議題
1. 山口県自動体外式除細動器（AED）普及促進
協議会の廃止について
　AED 普及促進協議会については、これまで郡

市医師会救急医療担当理事協議会との合同会議と

いう形で開催しており、当初は、1月 25 日を予

定していたが、当日はあいにくの大雪となったこ

とから、交通事情等を総合的に判断し、会議を延

期した。その後、日程調整を行ったが、合同会議

での開催は困難と判断して単独開催となった。

　当協議会については、AED の普及促進等を協

議するため、平成 17年 4月に設置された。主な

事業として、県からの委託を受け、AED 訓練用

機材の貸出や県民を対象とした AED 講習会など

を行ってきた。一般市民に AED の使用が解禁さ

れて間もない当時としては、当協議会の果たす役

割は大変重要であったと考える。しかし近年では

AED の普及が進むとともに、講習会は郡市医師

会、病院など、独自で開催されているものも多く

ある。また、一般向けの講習会は、消防や学校（授

業・PTA）、職場などでも多く行われている。さ

らに、AED の設置台数ではないが、製造販売業

者を対象に行われた販売（出荷）台数調査を見る

と、一般市民が利用可能となった平成 16年以降

に急速に普及していることが分かる。

　こうしたことを総合的に判断し、AED の普及

促進を設置目的とした「AED 普及促進協議会」

については、所期の目的を果たしたものと考え、

委員の任期が終了する本年 3月 31日をもって協

議会を廃止したい旨、提案した。

　委員からは、「心肺停止患者の生存率が全国と

比較して低い」「AED の普及・啓発は大切」等の

意見をいただいたが、当協議会を廃止することに

ついては、出席された委員全員の承認をいただ

いた。また、今後、AED の普及促進に関する重

要案件が出てきた場合には、「郡市医師会救急医

療担当理事協議会」の場でご審議いただくことと

なった。

　委員の先生方には、長きにわたり AED の普及

促進にご尽力をいただいたことに大変感謝申し上

げる。
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